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○英語力向上研修 
・教員に求められる英 

語力の向上（英会 
話・プレゼン・資格 
取得等） 

                 
 

実施内容 

（１）研修体制の概要 

 

  

  

 

（２）英語教育の状況を踏まえた目標管理 

１ 数値目標 

(1)   高等学校及び中学校 

① 求められる英語力を有する教師の割合（％） 

 東京都は平成 26 年 12 月に「東京都長期ビジョン」を策定し、「世界をリードするグローバル

都市の実現」を都市戦略に掲げた。そして、その政策指針として、「東京、そして日本を支える

人材の育成」を掲げ、平成 32 年までに「英検準１級、TOEFLiBT80 点以上」の英語能力をもつ英

語科教員の割合を高等学校で 85％以上、中学校で 60％以上となることを目指している。 

 平成 30 年度は、高等学校の目標値を 80％、中学校の目標値を 55％に掲げ、研修体制の充実に

向け取り組んだ。平成 31年度は平成 30年度の結果を踏まえ、高等学校の目標値を 80％、中学校

の目標値を 60％として研修体制の充実等に取り組む。 

② 求められる英語力を有する生徒の割合（％） 

前掲の「東京都長期ビジョン」において、東京都は、おおむね 10年後までに「高校卒業段階で、
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英語教育推進リーダー
を活用した研修 

 

外部機関等と 
連携した研修 

 

大学等と連携した研修 

・英語教育に携わる者の英語によるコミュニケーション能力の向上 
・英語・外国語活動の指導力の向上 

 
 
 
○還元研修の受講機会 

拡充 
・英語教育推進リーダ

ーによる地域での
還元研修（小・中・
高） 

 
○英語教育推進リーダ 

ーを活用した研修成 
果の普及 

・英語教育推進リーダ 
ー等による授業公
開・実践発表・協議 

・データの分析（生徒
の英語による言語
活動時間、教員の英
語使用状況、CAN
―DOリストの活用
状況等） 

                 
 

 
 
 
○英語教育中核教員 

養成講座 
・小学校外国語活動及

び外国語科の授業実
践に必要な指導技術
の向上 

・東京都における英語
教育を推進する上で
の中核となる資質・
能力の向上 

 
○専門性向上研修 
・教科調査官による学

習指導要領について
の講義・演習 

・英語教育の今日的な
課題を解決するため
の指導方法 

PDCA サイクルによる研修内容等の改善 
受講者アンケート、所属校でのヒアリング、英語力評価テストの結果等を分析し、 
次年度の研修計画を構築し、研修内容等の改善を進めていく。 

【中央研修の研修 
内容の着実な普及】  
 

【小学校教員等の 
英語指導力向上】 

 

【小学校の教員及び 
中・高等学校の英語 
科教員の英語力の 
向上】 
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日常生活に必要な英語力（英検準２級程度）を習得」させることの実現を目指しており、生徒の

英語力向上を図る研修の充実を一層推進している。国が示した目標値「高校卒業段階に英検準２

級～２級程度以上 50％」「中学卒業段階に英検３級程度以上 50％」を踏まえ、平成 30 年度は、

高等学校の目標値を 55％、中学校の目標値を 58％とし、取組をすすめた。平成 31 年度は平成 30

年度の結果を踏まえ、高等学校の目標値を 55％、中学校の目標値を 58％として授業改善に取り組

む。 

③ 学習到達目標の整備状況（設定・公表・達成状況の把握） 

 東京都教育委員会は、平成 24 年２月に策定した「都立高校改革推進計画第一次実施計画」に、

「都立高校学力スタンダード」策定事業を掲げ、平成 25 年３月に具体的な学習目標を示した「都

立高校学力スタンダード（平成 25 年度版）」を作成した。また、精査・改訂された平成 26 年度

版では、「現代文 B」、「世界史 A」、「数学Ⅱ」等、８科目の中に「コミュニケーション英語

Ⅱ」を加え、内容の充実を図っている。英語科における学習到達目標、いわゆる CAN－DO 形式で

の整備状況となると現状としては高い数値とは言えないが、平成 27年度は、学力スタンダードを

実施する全ての都立高校において高校入試等の分析結果や前年度の学力スタンダード学力調査問

題分析結果に基づき、自校の「学力スタンダード」を作成させ、HP に公表させている。学習到達

目標の設定、公表、達成状況の把握目標値としては、平成 30 年度は、高等学校で 100％、中学校

で 100％とし、取組を進めた。平成 31年度も高等学校、中学校ともに 100％を設定している。 

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 

 平成 29年度の結果を踏まえ、平成 30年度は高等学校の目標値を 65％、中学校の目標値を 85％

に設定し、取り組んだ。平成 31年度は、平成 30年度の結果を踏まえ、高等学校の目標値を 65％、

中学校の目標値を 85％に掲げ、授業改善・指導力向上研修の充実を図る。ペア・ワークやグルー

プワーク等を含めて、生徒が英語で言語活動をしている時間の、１単位時間の授業に占める割合

の増加を図る。 

⑤ パフォーマンステストの実施状況 

 平成 31年度の「スピーキングテスト」及び「ライティングテスト」については、高等学校及び

中学校ともに、テストの総合計数を全学科数で除した値の目標値を「５」に掲げ、取り組む。 

 今後、指導に必要な英語力を身に付けさせる研修を一層充実させるとともに、外部機関との連

携を図り、「話すこと」及び「聞くこと」における外国語（英語）表現の能力を評価するパフォ

ーマンステストの実施回数を増やす。 

⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 

 現状を踏まえ、平成 31年度は高等学校の目標値を 100％、中学校の目標値を 80％に設定し、取

り組む。英語担当教員が授業において発話をおおむね、あるいは半分以上を英語で行うことがで

きるよう、今後は、教員を対象とした外部検定試験の受験を支援していくなど、教員の英語力向

上研修の充実を図る。さらに、授業改善・指導力向上研修を充実させ、どの科目においても英語

の使用割合を増やす。 

⑧ 英語担当教員に対する研修実施回数 

 平成 30 年度は、高等学校教員を対象に延べ 95 回の研修を実施し、延べ 2,814 名が受講した。

また、中学校教員を対象に延べ 74回の研修を実施し、延べ 3,795 名が受講した。 

 平成 31 年度（2019 年度）は、高等学校教員を対象に延べ 105 回の研修実施及び延べ 4,290 名

の受講を、中学校教員を対象に延べ 57回の研修実施及び延べ 3,115 名の受講を目標として、研修

機会と内容の充実に取り組む。 

 

(2) 小学校 

②及び③ 小学校教員に対する研修実施回数 

 平成 30年度は、小学校教員を対象に延べ 172 回の研修を実施し、延べ 9,020 名が受講した。平

成 31 年度（2019 年度）は、小学校教員を対象に延べ 38 回の研修実施及び延べ 11,220 名の受講

を目標として、研修機会の拡大と内容の充実に取り組む。 
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（３）研修の体系と内容の具体 

１ 研修の体系と内容の具体 

(1)中央研修の研修内容の着実な普及 

① 従来の英語教育推進リーダーによる還元研修の受講機会を拡充して実施することに加え、英語

教育推進リーダーによる公開授業及び実践発表、協議を全ての校種において実施し、中央研修の

研修内容の普及率を高める。 

また、平成 32 年度（2020 年度）以降、英語の授業改善を目指した研修を教員が所属校で受講

できるよう、平成 31 年度に動画を開発する。 

② 平成 30 年２月に策定した「東京グローバル人材育成計画´20」に基づき、東京都の英語教育の

状況等を踏まえ、目標管理及び分析を行い、改善を図ることで、都内全体の教員の指導力と児童・

生徒の英語力の向上を図る。 

(2)教員の英語力・指導力向上 

外部機関や大学等と連携した研修を実施し、教員に求められる英語力の向上（資格取得、授業

を行うのに必要な力）と英語教育の今日的課題を解決するための指導力向上を図る。 

   特に、小学校英語の教科化の全面実施を直前に控える平成 31 年度（2019 年度）は、各小学校

の外国語教育推進の中核としての役割を期待されている教員を対象とした指導力向上のための研

修を継続実施するとともに、学習評価の理解を目的とした研修内容を新たに加えて実施する。ま

た、基礎的な英語力向上を目指す研修へのニーズが高いことを踏まえ、研修機会を拡大して実施

する。 

 

２ 平成 31 年度計画 

 平成 31 年度 

開設講座数（研修実習含） 223 

受講予定数 5,920 

連携機関等 下記記載のとおり 

  

 

 

研修名 受講対象 目的 研修回数 受講予定数 連携機関等 

外国語活動Ⅰ 小・特 

外国語に慣れ親しむための具体

的な教材や授業展開、指導方法

について学ぶ。 

３ 100 東京学芸大学等 

外国語活動Ⅱ 小・中・特 
中学年から高学年までの系統的

な指導の在り方について学ぶ。 
２ 250 上智大学等 

英語ⅠＡ 小・特 

小学校外国科の具体的な教材や

授業展開、指導方法について学

ぶ。 

３ 100 文部科学省等 

英語ⅠＢ 中・特 

中学校学習指導要領の目標及び

内容等を理解し、中学校におけ

る基本的な授業展開や指導法、

学習評価について学ぶ。 

３ 35 文部科学省等 

英語ⅡＡ 小・中・特 
小学校から中学校までの系統的

な指導の在り方について学ぶ。 
２ 100 上智大学等 

英語ⅡＢ 中・特 

五つの領域の言語活動を通し

て、コミュニケーションを図る

資質・能力を育成する指導法や

授業づくりについて学び、中学

校英語の指導力の向上を図る。 

２ 70 東京学芸大学等 
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英語ⅡＣ 中・特 

中学校における英語教育の今日

的な課題とこれからの指導の在

り方について理解し、小学校や

高等学校との円滑な接続を図る

指導について学び、中学校英語

の指導力の向上を図る。 

２ 35 昭和女子大学等 

英語ⅢＡ 中・高・特 

中・高等学校における効果的な

ALT 等の活用や授業の工夫など

について学び、英語教育を推進

する力を高める。 

２ 35 東京学芸大学等 

英語ⅢＢ 中・特 

「話すこと（やり取り）」の領

域において設定する目標の実現

を目指した指導を通して、コミ

ュニケーションを図る資質・能

力を育成する指導法を学び、英

語教育を推進する力を高める。 

２ 35 上智大学等 

英語ⅢＣ 高・特 

「話すこと（やり取り）」の領

域において設定する目標の実現

を目指した指導を通して、コミ

ュニケーションを図る資質・能

力を育成する指導法を学び、英

語教育を推進する力を高める。 

２ 35 上智大学等 

英語ⅢＤ 中・高・特 

最新の指導理論や方法について

研修することにより、東京都に

おける英語教育を推進する力を

高める。 

61 40 

英語教育推進リ

ーダー中央研修

受講者 

小学校 

中学校 

還元研修 

（講座） 

小・中 

最新の指導理論や方法について

研修することにより、東京都に

おける英語教育を推進する力を

高める。 

53 1325 

英語教育推進リ

ーダー中央研修

受講者 

英 語 力 向 上

（ONE DAY） 
小・特 

コミュニケーション体験を通し

て英語に対する苦手意識を克服

し、指導に役立つ英語表現を習

得します。 

２ 800 外部委託機関 

英 語 力 向 上

（ガイドＡ） 
高 

東京の名所等を巡って、英語で

ガイドをするポイントを学び、

東京を英語で案内できる高校生

ボランティア「東京イングリッ

シュガイド」を育成する力を高

める。 

５ 50 外部委託機関 

英 語 力 向 上

（ガイドＢ） 
高 

東京の名所等を巡って、英語で

ガイドをするポイントを学び、

東京を英語で案内できる高校生

ボランティア「東京イングリッ

シュガイド」を育成する力を高

める。 

 

 

５ 50 外部委託機関 
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英 語 力 向 上

（集中Ａ） 
小・特 

外国人講師等との英語による会

話等を通して、「話す力」を高

める。 

４ 325 外部委託機関 

英 語 力 向 上

（集中 B） 
中・特 

外国人講師等との英語による会

話等を通して、「話す力」を高

める。 
６ 90 外部委託機関 

英 語 力 向 上

（集中 C） 
高・特 

外国人講師等との英語による会

話等を通して、「話す力」を高

める。 
６ 45 外部委託機関 

英 語 力 向 上

（ プ レ ゼ ン

Ａ） 

小・特 

外国人講師等との英語による会

話等を通して、発信力を高める。 ６ 120 外部委託機関 

英 語 力 向 上

（プレゼンＢ） 
中・特 

外国人講師等との英語による会

話等を通して、発信力を高める。 
６ 30 外部委託機関 

英 語 力 向 上

（プレゼンＣ） 
高・特 

外国人講師等との英語による会

話等を通して、発信力を高める。 
６ 30 外部委託機関 

英 語 力 向 上

（検定Ａ） 
小・特 

英語検定試験準２級を取得する

ことを目標として、実践的な英

語力を高める。 

５ 30 外部委託機関 

英 語 力 向 上

（検定Ｂ） 
小・特 

英語検定試験２級を取得するこ

とを目標として、実践的な英語

力を高める。 

５ 30 外部委託機関 

英 語 力 向 上

（検定Ｃ） 
中・高・特 

英語検定試験準１級を取得する

ことを目標として、実践的な英

語力を高める。 

７ 50 外部委託機関 

英 語 力 向 上

（検定Ｄ） 
中・高・特 

英語検定試験１級を取得するこ

とを目標として、実践的な英語

力を高める。 

７ 50 外部委託機関 

英 語 力 向 上

（検定Ｅ） 
中・高・特 

TOEIC 730 点以上を取得するこ

とを目標として、「聞く力」「読

む力」を高める。 

５ 30 外部委託機関 

英 語 力 向 上

（検定Ｆ） 
中・高・特 

TOEIC 860 点以上を取得するこ

とを目標として、「聞く力」「読

む力」を高める。 

５ 30 外部委託機関 

英語教育中核

教員養成講座 

【Basic】 

小・特 

教員が、外国語活動及び外国

語科の授業実践に必要な指導

技術を身に付けられるよう、

大学と連携した研修をするこ

とにより、東京都における英

語教育を推進する上での中核

となる資質・能力の向上を図

る。 

４ 1000 
都内の 18の 

大学等 
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英語教育中核

教員養成講座 

【Advanced】 

小・特 

教員が、外国語活動及び外国

語科の授業実践に必要な指導

技術を身に付けられるよう、

大学と連携した研修をするこ

とにより、東京都における英

語教育を推進する上での中核

となる資質・能力の一層の向

上を図る。 

２ 1000 東京学芸大学等 

研修評価方法 

以下の３段階により評価する。 

○１段階（反応） 

 受講者アンケート、受講記録により、受講者の研修満足度を評価す

る。 

○２段階（学習） 

 受講者アンケート、所属校でのヒアリング等により、受講者の研修

のねらいの達成度を評価する。 

○３段階（行動） 

 受講者アンケート、所属校でのヒアリング等により、受講者の行動

変容や学校への普及・還元度を評価する。 

 

また、大学等との連携研修については、英語力評価テストの結果か

らも評価する。 

 

上記の評価結果に基づき、次年度の研修計画を構築していく PDCA サ

イクルにより、研修内容等の改善を進めていく。 
 

 

（４）年間事業計画 

月 都道府県等の取組 外部専門機関等 

４月 

・平成 27・28・29・30 年度英語教育推進リーダー中央研修受

講者による研修実習（還元研修）の受講者の募集案内開始 

・外国語活動Ⅰ・Ⅱ及び英語Ⅰ～Ⅲ、「英語教育中核教員養成 

講座」「英語力向上研修」の受講者の募集開始 

 

５月 

・教職員研修センターで実施した研修の動画配信の開始 

・平成 27・28・29・30 年度英語教育推進リーダー中央研修受

講者による研修実習（還元研修）の決定 

・外国語活動Ⅰ・Ⅱ及び英語Ⅰ～Ⅲ、「英語教育中核教員養成 

講座」「英語力向上研修」の受講者の決定 

 

６月 

・平成 27・28・29・30 年度英語教育推進リーダー中央研修受

講者による研修実習（還元研修）の開始 

・外国語活動Ⅰ・Ⅱ及び英語Ⅰ～Ⅲ、「英語教育中核教員養成 

講座」「英語力向上研修」の受講者の決定 

 

 

７月 

・外国語活動Ⅰ・Ⅱ及び英語Ⅰ～Ⅲの実施 

・英語教育中核教員養成講座【Basic】 

・英語力向上研修 

・連携大学等 

 

・外部機関等 

８月 

・外国語活動Ⅰ・Ⅱ及び英語Ⅰ～Ⅲの実施 

・英語教育中核教員養成講座【Basic】 

・英語力向上研修 

・連携大学等 

 

・外部機関等 
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９月 

・外国語活動Ⅰ・Ⅱ及び英語Ⅰ～Ⅲの実施（授業研究含） 

・英語教育中核教員養成講座【Basic】 

・英語力向上研修 

・英語教育推進リーダー等 

・連携大学等 

・外部機関等 

１０月 

・外国語活動Ⅰ・Ⅱ及び英語Ⅰ～Ⅲの実施（授業研究含） 

・英語教育中核教員養成講座【Basic】 

・英語力向上研修 

・研修協力校等 

・連携大学等 

・外部機関等 

１１月 
・外国語活動Ⅰ・Ⅱ及び英語Ⅰ～Ⅲの実施（授業研究含） 

・英語教育中核教員養成講座【Basic】 

・英語教育推進リーダー等 

・連携大学等 

１２月 

・外国語活動Ⅰ・Ⅱ及び英語Ⅰ～Ⅲの実施 

・英語教育中核教員養成講座【Basic】【Advanced】 

・冬季休業期間における英語教育推進リーダー中央研修還元 

研修 

・英語教育推進リーダー等 

・連携大学等 

 

１月 

・平成 31年度研修受講者アンケート及び研修活用状況調査結 

果等集計・分析 

・平成 32年度（2020 年度）研修構築 

 

２月 

・平成 31年度研修受講者アンケート及び研修活用状況調査結 

果等集計・分析 

・平成 32年度（2020 年度）研修構築 

 

３月 
・平成 27・28・29・30 年度英語教育推進リーダー中央研修受 

講者による研修実習（還元研修）の終了 

 

【その他の取組】 

 

 

 



目標管理書 Ｈ31様式

※表中、斜線部は記入不要。計画段階では目標値のみ記入。

校種 № 目標値 達成値(現状) 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
① 求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％） 80 74 80 85 85 85
② 求められる英語力を有する生徒の割合（％） 55 43 55 60 60 60
③ 学習到達目標の整備状況 設定（％） 100 46 100 100 100 100

公表（％） 100 20 100 100 100 100
達成状況の把握（％） 100 32 100 100 100 100

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 65 49 65 65 65 65
⑤ パフォーマンステストの実施状況 

　　○スピーキングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ 5 2 5 5 5 5
コミュニケーション英語Ⅱ 5 2 5 5 5 5
コミュニケーション英語Ⅲ 5 1 5 5 5 5
英語表現Ⅰ 5 1 5 5 5 5
英語表現Ⅱ 5 1 5 5 5 5

　　○ライティングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ 5 2 5 5 5 5
コミュニケーション英語Ⅱ 5 2 5 5 5 5
コミュニケーション英語Ⅲ 5 1 5 5 5 5
英語表現Ⅰ 5 2 5 5 5 5
英語表現Ⅱ 5 2 5 5 5 5

　　○スピーキングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ 5 5 5 5 5
英語コミュニケーションⅡ 5 5 5 5 5
英語コミュニケーションⅢ 5 5 5 5 5
論理・表現Ⅰ 5 5 5 5 5
論理・表現Ⅱ 5 5 5 5 5
論理・表現Ⅲ 5 5 5 5 5

　　○ライティングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ 5 5 5 5 5
英語コミュニケーションⅡ 5 5 5 5 5
英語コミュニケーションⅢ 5 5 5 5 5
論理・表現Ⅰ 5 5 5 5 5
論理・表現Ⅱ 5 5 5 5 5
論理・表現Ⅲ 5 5 5 5 5

⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 100 48 100 100 100 100
⑧ 英語担当教員に対する研修実施回数 109 95 105 100 100 100

研修受講者数 4310 2814 4290 4000 4000 4000

校種 № 目標値 達成値（現状） 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
① 求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％） 55 55 60 60 60 60
② 求められる英語力を有する生徒の割合（％） 58 51 58 60 60 60
③ 学習到達目標の整備状況 設定（％） 100 50 100 100 100 100

公表（％） 100 14 100 100 100 100
達成状況の把握（％） 100 32 100 100 100 100

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 85 80 85 85 85 85
⑤ パフォーマンステストの実施状況　スピーキングテスト（回） 5 3 5 5 5 5

ライティングテスト（回） 5 2 5 5 5 5
⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 80 81 80 80 80 80
⑧ 英語担当教員に対する研修実施回数 58 74 57 50 50 50

研修受講者数 3220 3795 3115 3000 3000 3000

校種 № 目標値 達成値（現状） 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
① 学習到達目標の整備状況 設定（％） 100 100 100

公表（％） 100 100 100
達成状況の把握（％） 100 100 100

② 小学校教員に対する研修実施回数 36 172 38 50 50 50
③ 研修受講者数 9220 9020 11220 10000 10000 10000

独自 № 目標値 達成値（現状） 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

2022

2018 2019 2020 2022
指標内容

2021

中
学
校

2021
指標内容

小
学
校

2018 2019 2020
指標内容

2021

高
等
学
校

2018 2019 2020 2022

指標内容

現
行
課
程

新
課
程

都道府県等
教育委員会名

東京都教育委員会

2018 2019 2020 20222021


